
 

 

 

 

   

 
 

   

  

 

 

 

◆ １１月の初め、児童会計画委員が校長室に来て次のような話をしました。「学校のみんなは

あいさつされてふつうだと感じていると思います。そこであいさつを１日なくし、あいさつの

大切さをかんじてほしいと思い『あいさつ禁止』を提案します。」 

前例のない画期的な取り組みと思い、具体的な内容を聞いた上で即承認しました。１１月６

日（水）に全校一斉で取り組みを行いました。校舎に入ってから出るまで、「おはよう」「いた

だきます」「ありがとう」「ごめんなさい」「授業をはじめます」などのあいさつに加え、会釈

もしないという徹底ぶりです。もちろん、職員室内でも同様に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍のとき、「学校の新しい生活様式」により、マスクを着用する、大声を出さない、

身体的距離をとることなどが求められました。ネット社会の急速な進展も相まって、「相手の

目を見て」「適切な距離をとり」「適切な声の大きさで」「適切な言葉を」「表情豊かに」あいさ

つや言葉を交わすという、学童期にとても大切な経験が少なからず不足してしまったのではな

いかと感じます。大人でも、相手と目を合わせられない、感染予防以外でもマスクを外さない

人が増えているということもあるようです。 

あいさつは、コミュニケーション能力の基本です。今回の児童会の取り組みで、あいさつの

大切さを再認識させられました。 

ご家庭でも、「おはよう」「行ってきます」「お帰り」「いただきます」「おやすみ」・・・。し

っかり目を見てあいさつや言葉を交わし、円滑なコミュニケーション能力の基礎を共に育んで

いきましょう。 

 

 

 

◆ 後期前半は、各学年とも校外に積極的に出かけ、体験的な学びを行いました。主だった活動

と学びの成果を紹介します。実りの多い秋の一コマです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山辺大好き 学校大好き 友だち大好き（自分大好きをベースに） 

令和６年度 第７号 

      R６.１１.28 

山辺町立山辺小学校 

 校長 鈴木 義彦 

「あいさつ禁止」の取り組みから 

＜子どもの評価コメント＞ 

・当たり前だと思っていたあいさつが、しないと変な気持ち

になった。 

・学校の雰囲気が暗いし、楽しくなかった。 

・まちがえてあいさつをして、返されなくて不安を感じた。 

・これからは出会う人に自分からあいさつをしたい。 

各学年 校外学習で体験的に学ぶ 

１学年【あきのしぜんたんけん 10/24】 

〇活動紹介 

山形市少年自然の家に行き、いろいろな秋を探しに行きました。ま

た、学校で育てたサツマイモを焼き芋にして食べる活動を行いました。 

〇成果 

いい匂いがする葉っぱやカナヘビなどを見つけただけでなく、自分

たちが育てたサツマイモを焼き芋にして食べ、秋を満喫しました。 

 

http://www.town.yamanobe.yamagata.jp/schools/elyamabe/date1/gaiyou(h19).pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２学年【町探検 11/14】 

 

３学年【社会科見学（消防）11/7，（警察）13日（3組）・15日（2組）・18日（1組）】 

４学年【県内学びの旅 10/18】 

５学年【社会科見学 10/17】 

６学年【学びの旅 10/23～24】 

ひまわり・たんぽぽ・すみれ【山形探検 11/8】 

 

〇活動紹介 

「どんな所なのか見てみたい！」「〇〇さんに会って質問したい！」とい

う子ども達の願いから、町探検に出かけました。山辺の“素敵”をいっぱ

い見つけることができた探検でした。 

〇成果 

 自分達で相談しながら探検の計画を立てることができました。当日は、

安全第一で、マナーを守り、仲間と協力して活動することができました。

山辺の人の優しさ、温かさに気づくこともできました。 

〇活動紹介 

社会科の学習で、山形市消防本部や山形県警察本部に見学に行きまし

た。くらしを守るために、誰がどんな仕事をしているのかを学びました。 

〇成果 

 「自分たちが安心して暮らせているのは、それを守ってくれている人が

いるからだ！」「自分たちにもできることをしなくてはいけないな。」とい

うことを学び、これからの生活に活かす意識をもつことができました。 

〇活動紹介 

山形駅まで電車で行き、山形駅周辺を探検しました。産業科学館の見学

や買い物体験、グループ毎お店で昼食を取るなど、貴重な体験をしました。 

〇成果 

ひまたんす全体で関わる時間があったことで仲を深めることができま

した。また、公共交通機関や公共施設の使い方やマナー、買い物や注文を

する時のやりとりの仕方など、多くのことを学ぶことができました。 

〇活動紹介 

 皇居の見学、劇団四季「ライオンキング」の観覧、国会議事堂の見

学で、本物に触れる体験をしました。上野公園の班別研修では、自分

たちで研修計画を立て、動物園や美術館、博物館を見学しました。 

○成果 

 書籍やネットでは得られない実体験を得ることができました。班別

研修やホテルでは、時間を意識して活動することができました。 

〇活動紹介 

 酒田市に行き、クロマツやけやきを使ったキーホルダー作りや屋形

船に乗ってきました。酒田米菓では、おせんべいの手焼き体験をして、

おいしくいただきました。 

○成果 

 社会科で学習をした庄内地方と自分たちの住んでいる山辺町との違

いを感じながら、見学したり体験したりすることができました。 

〇活動紹介 

 震災・防災学習として、松島復興語り部クルーズ、社会科自動車を

つくる工業の学習として、トヨタ自動車東日本大衡工場に行きました。 

〇成果 

語り部クルーズでは、島々を巡りながら、復興の歩みと共に人と人

との繋がりの大切さを学びました。自動車工場では、手作業だけでな

く、産業用ロボットが効率よく活用されていることを実感して学ぶこ

とができました。 


